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標準動作特性	
(Typical values are at VCC = 3.3V, TA = +25°C, unless otherwise noted.) 
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不揮発性フォルトレジスタ内蔵、12チャネル/8チャネルの	
フラッシュ設定可能なシステムモニタ	
標準動作特性(続き)	
(Typical values are at VCC = 3.3V, TA = +25°C, unless otherwise noted.) 
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端子説明	

端子
名称 機能

MAX16070 MAX16071

1–5, 34, 35, 
40

1–5, 37, 38, 
40

MON2–MON6, 
MON7, MON8, 

MON1

監視電圧入力1〜監視電圧入力8。監視電圧範囲は、設定レジスタを通じて 
設定してください。測定値はADCレジスタに書き込まれ、SMBusまたはJTAG
インタフェースを通じて読み出すことができます。

6 6 CSP
電流検出アンプの正入力。外付けの検出抵抗のソース側にCSPを接続して 
ください。

7 7 CSM
電流検出アンプの負入力。外付けの検出抵抗の負荷側にCSMを接続して 
ください。

8 8 RESET 設定可能なリセット出力

9 9 TMS JTAGテストモード選択

10 10 TDI JTAGテストデータ入力

11 11 TCK JTAGテストクロック

12 12 TDO JTAGテストデータ出力

13 13 SDA SMBusシリアルデータのオープンドレイン入力/出力

14 14 A0 4ステートSMBusアドレス。POR時にサンプリングされたアドレス。

15 15 SCL SMBusシリアルクロック入力

16, 33 16, 36 GND グランド

17, 18 — GPIO7, GPIO8

汎用入力/出力7および汎用入力/出力8。GPIO_は、１つのTTL入力、１つの 
プッシュプル、オープンドレイン、またはハイインピーダンス出力、または 
フォルトイベント時またはリバースシーケンス時の１つのプルダウン回路として
動作するように設定することができます。

19–24 17–22 GPIO1–GPIO6
汎用入力/出力1〜汎用入力/出力6。GPIO_は、１つのTTL入力、１つのプッシュ 
プル、オープンドレイン、またはハイインピーダンス出力あるいはフォルトイベント 
時の１つのプルダウン回路として動作するように設定することができます。

25, 26, 27, 29
23–28,
30, 39

N.C. 接続なし。内部で接続されていません。

28 29 EN
アナログイネーブル入力。VENがイネーブルスレッショルド以下になると、
すべての出力がデアサートされます。

30 31, 32 DBP
ディジタルバイパス。すべてのプッシュプル出力はDBPを基準としています。
DBPを1μFのコンデンサでGNDにバイパスしてください。

31 33, 34 VCC
デバイス電源。VCCを2.8V〜14Vの電圧に接続してください。VCCを10μFの
コンデンサでGNDにバイパスしてください。

32 35 ABP
アナログバイパス。ABPを1μFのセラミックコンデンサでGNDにバイパスして
ください。

36–39 —
MON9–
MON12

監視電圧入力9〜監視電圧入力12。監視電圧範囲は、設定レジスタを通じて 
設定してください。測定値はADCレジスタに書き込まれて、SMBusまたはJTAG
インタフェースを通じて読み出すことができます。

— — EP
エクスポーズドパッド。内部でGNDに接続されています。グランドに接続して 
ください。ただし、メイングランドの接続部として使用しないでください。
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ファンクションダイアグラム	
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詳細	
MAX16070は 最 大12個 の システム 電 源 を管 理し、
MAX16071は最大8個のシステム電源を管理します。起動
後、ENがハイでソフトウェアイネーブルビットが｢1｣に設定
されている場合、フラッシュに格納された設定に基づいて
監視を開始します。内蔵マルチプレクサが各MON_入力の
監視を繰り返します。マルチプレクサが停止するたびに、
10ビットADCは監視したアナログ電圧をディジタル結果
に変換して、この結果をレジスタに格納します。変換サイ
クル(最長50μs)が完了するたびに、内蔵ロジック回路は
変換結果を、メモリに格納されている過電圧および低電圧
のスレッショルドと比較します。結果がプログラムされた
スレッショルドを超えると、フォルトが発生するように変換
を設定することができます。GPIO_を複数のフォルトの組合せ
でアサートされるようにプログラムすることができます。
さらに、フォルト時の設定として、システムの電源を切断し、
不揮発性のフォルトロガーをトリガしてすべてのフォルト
情報を自動的にフラッシュに書き込み、偶発的な消去から
保護するためにデータを書込み保護することができます。

MAX16070/MAX16071は、レジスタおよびフラッシュの
アクセス用にSMBusおよびJTAGの両方のシリアルインタ
フェースを備えています。常に1つのインタフェースのみ 
使用してください。これらのインタフェースを通じて内蔵
メモリにアクセスする方法の詳細については、｢SMBus 
対応インタフェース｣と｢JTAGシリアルインタフェース｣の
項を参照してください。メモリマップは、3つのページに
分けられており、SMBusおよびJTAGの専用コマンドに 
よってアクセスが制御されます。

POR (パワーオンリセット)時のすべてのRAMレジスタの 
工場出荷設定値は｢0｣です。VCCが2.8V (最大値)の低電圧
ロックアウトスレッショルド(UVLO)に到達すると、PORが
行われます。POR時にデバイスは起動シーケンスを開始
します。起動シーケンス中は、すべての監視入力はフォルト
の開始がマスクされ、フラッシュの内容はそれぞれのレジ
スタの場所にコピーされます。MAX16070/MAX16071

は、起動時にシリアルインタフェースを通じてアクセスする
ことができません。起動シーケンスは最長で150μsかかり、
起動シーケンスを終えるとデバイスは通常動作の準備が
完了しています。シーケンスが完了してすべての監視チャ
ネルがそれぞれのスレッショルド内にあるときに、RESET
は最長で起動フェーズまでローにアサートされ、プログラム
されたタイムアウト期間、アサート状態が維持されます。
GPIO_は最長で起動フェーズまでハイインピーダンスに 
なります。

給電
MAX16070/MAX16071に給電するために、2.8V〜14V
をVCCに印加します。VCCを10μFのコンデンサでグランド
にバイパスしてください。ABPとDBPの2つの内蔵電圧レギュ 
レータは、デバイス内のアナログ回路とディジタル回路に
電源を供給します。3.6V以下の動作では、ABPとDBPを
VCCに接続して各レギュレータをディセーブルしてください。

ABPは、内部のアナログ回路に給電する3.0V (typ)の電圧
レギュレータです。デバイスにできる限り近接して取り付け 
た1μFのセラミックコンデンサでABPをGNDにバイパス
してください。

DBPは3.0V (typ)の内蔵電圧レギュレータです。DBPは
フラッシュとディジタル回路に給電します。すべてのプッ
シュプル出力はDBPを基準にます。デバイスにできる限り
近接して取り付けた1μFのセラミックコンデンサでDBPを
GNDにバイパスしてください。

ABPまたはDBPから外部の回路に給電しないでください。

イネーブル
監視を可能にするには、ENの電圧を1.4V以上にして、
r73h[0]のソフトウェアイネーブルビットを｢1｣に設定する
必要があります。パワーダウンして監視を無効にするには、
ENを1.35V未満にするか、あるいはソフトウェアイネーブル 
ビットを｢0｣に設定してください。ソフトウェアイネーブル 
ビットの設定については表1を参照してください。使用し
ない場合は、ENをABPに接続してください。

表1. ソフトウェアイネーブルの設定
REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT RANGE DESCRIPTION

73h 273h

[0] Software enable

[1] Reserved

[2] 1 = Margin mode enabled

[3]
Early warning threshold select
0 = Early warning is undervoltage
1 = Early warning is overvoltage

[4]
Independent watchdog mode enable
1 = Watchdog timer is independent of sequencer
0 = Watchdog timer boots after sequence completes
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監視状態にあるとき、ENが低電圧スレッショルド以下に
低下すると、レジスタビットENRESETは｢1｣に設定され
ます。このレジスタビットはラッチされるため、ソフトウェア
によってクリアする必要があります。このビットは、ENが
スレッショルドよりも低くなったことによってRESETがロー
にアサートされたかどうかを示します。ENRESETはPOR
状態で、｢0｣になります。このビットは、ENコンパレータ
出力の立下りエッジまたはソフトウェアイネーブルビット
でのみ設定されます。

電圧/電流の監視
MAX16070/MAX16071は、MON_電圧入力を監視する
10ビットADCを内部に備えています。内蔵マルチプレクサ 
は、イネーブルされた各入力の監視を繰り返します。監視
サイクルは40μs以下です。それぞれの取得に約3.2μs
かかります。各マルチプレクサの停止時に、10ビットADC
はアナログ入力をディジタル結果に変換して、この結果を
レジスタに格納します。ADC変換結果はレジスタr00h〜 
r1Ahに格納されます(表6を参照)。ADC変換結果の読出し
にはSMBusまたはJTAGのシリアルインタフェースを使用
してください。

MAX16070は、電圧の監視用に12個の入力MON1〜 
MON12を備えています。MAX16071は、電圧の監視用
に8個の入力MON1〜MON8を備えています。各入力電圧
範囲は、レジスタr43h〜r45hでプログラム可能です(表5
を参照)。MON_の設定レジスタを｢11｣に設定すると、
MON_電圧は監視されず、マルチプレクサはこれらの入力
で停止することがないため全サイクル時間が減少します。
フォルト状態をトリガするようこれらの入力を設定すること
はできません。

各監視電圧用にプログラム可能な3つのスレッショルド 
として、過電圧スレッショルド、低電圧スレッショルド、
およびr73h[3]で低電圧または過電圧スレッショルドの 
いずれかを設定することのできる二次的な警告スレッショ
ルドがあります。過電圧と低電圧スレッショルド設定に関する
詳細については、｢フォルト｣の項を参照してください。 
すべての電圧スレッショルドは8ビット幅です。10ビット
ADCの変換結果の8 MSBとこれらの過電圧および低電圧 
のスレッショルドが比較されます。

イネーブルされていない入力はADCによって変換されません。
そのチャネルにはディセーブルされる前に獲得された直前
の値が含まれています。

ADC変換結果の各レジスタは、起動時に00hにリセット
されます。これらのレジスタは、再起動コマンドの実行時
はリセットされません。

MAX16070/MAX16071を差動モードにするにはr46h
によって設定してください(表5)。可能な差動ペアは、
MON1/MON2、MON3/MON4、MON5/MON6、
MON7/MON8、MON9/MON10、MON11/MON12で、
最初の入力は2番目の入力よりも常に高い電圧にします。
電圧オフセットの除去または電源電流の測定には差動電
圧検出を使用してください。図3を参照してください。差動
モードでは、奇数番目のMON_入力はGNDを基準とする
絶対電圧を測定し、偶数入力の結果は奇数入力と偶数入力
の差になります。標準の差動測定回路については、図3を
参照してください。

図3. 差動測定の接続 図4. 電流検出アンプ
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起動遅延
ENがスレッショルドを超え、かつソフトウェアイネーブル
ビットが設定されていると、監視を開始する前に起動遅
延が生じます。この遅延は、表2と表3で示されるように
レジスタr77h[3:0]で設定されます。

内蔵の電流検出アンプ
電流検出入力のCSP/CSM、および電流検出アンプによっ
て電源の監視が容易になります(図4を参照)。電流検出ア
ンプをr47h[0]によってイネーブルすると、ADCによって
GNDを基準とするCSPの電圧も監視することができます。
この変換結果はレジスタのr19hとr1Ahに置かれます(表6
を参照)。r47h[1]によって設定されるCSP用の電圧範囲
は2つが選択可能です。表4を参照してください。電圧は
SMBusまたはJTAGで監視することができますが、この電
圧にはスレッショルドコンパレータがなく、フォルトをトリ
ガすることはできません。電流検出アンプに関して4つの
範囲が選択可能で、電流検出変換用のADC出力は次の式
になります。

XADC = (VSENSE x AV)/1.4V x (28 - 1)

ここで、XADCは、レジスタr18h内の8ビット10進数のADC
結果であり、VSENSEはVCSP - VCSM、およびAVはr47h[3:2]
で設定される電流検出の電圧利得です。

また、1次過電流と2次過電流の2つの電流検出トリップ
スレッショルドをプログラム可能です。フォルトを高速に
検出するために、1次過電流スレッショルドは内部の
OVERC信号に接続されたアナログコンパレータを用いて
実現されています。OVERC信号はGPIO_の1つに出力する
ことができます。OVERC信号を出力するためのGPIO_の
設定については、｢汎用入力/出力｣の項を参照してください。
1次スレッショルドは次の式で設定されます。

ITH = VCSTH/RSENSE

ここで、ITHは設定する電流スレッショルド、VCSTHは
r47h[3:2]で設定されるスレッショルド、およびRSENSE
は検出抵抗値になります。r47hの説明については表4を
参照してください。OVERCは、1次過電流スレッショルド
にのみ依存します。2次過電流スレッショルドは、r6Chで
設定されるADC変換およびディジタル比較を通じて実現
されます。2次過電流スレッショルドには、r73h[6:5]に
配置されたプログラム可能な時間遅延オプションが 
含まれています。1次および2次の電流検出フォルトは、
r47h[0]を通じてイネーブル/ディセーブルされます。

表2. Boot-Up Delayレジスタ

表3. 起動遅延の値

REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT RANGE DESCRIPTION

77h 277h
[3:0] Boot-up delay

[7:0] Reserved

CODE VALUE

0000 25Fs

0001 500Fs

0010 1ms

0011 2ms

0100 3ms

0101 4ms

0110 6ms

0111 8ms

1000 10ms

1001 12ms

1010 25ms

1011 100ms

1100 200ms

1101 400ms

1110 800ms

1111 1.6s
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表4. 過電流の1次スレッショルドと電流検出制御

表5. ADC設定レジスタ

REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT 
RANGE

DESCRIPTION

47h 247h

[0]
1 = Current sense is enabled
0 = Current sense is disabled

[1]
1 = CSP full-scale range is 14V
0 = CSP full-scale range is 7V

[3:2]

Overcurrent primary threshold and current-sense gain setting
00 = 200mV threshold, AV = 6V/V
01 = 100mV threshold, AV = 12V/V
10 = 50mV threshold, AV = 24V/V
11 = 25mV threshold, AV = 48V/V

73h 273h [6:5]

Overcurrent secondary threshold deglitch
00 = No delay
01 = 14ms
10 = 15ms
11 = 60ms

REGISTER ADDRESS
FLASH 

ADDRESS
BIT RANGE DESCRIPTION

43h 243h

[1:0]

ADC1 full-scale range
00 = 5.6V
01 = 2.8V
10 = 1.4V
11 = Channel not converted

[3:2]

ADC2 full-scale range
00 = 5.6V
01 = 2.8V
10 = 1.4V
11 = Channel not converted

[5:4]

ADC3 full-scale range
00 = 5.6V
01 = 2.8V
10 = 1.4V
11 = Channel not converted

[7:6]

ADC4 full-scale range
00 = 5.6V
01 = 2.8V
10 = 1.4V
11 = Channel not converted
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表5. ADC設定レジスタ(続き)

REGISTER ADDRESS
FLASH 

ADDRESS
BIT RANGE DESCRIPTION

44h 244h

[1:0]

ADC5 full-scale range
00 = 5.6V
01 = 2.8V
10 = 1.4V
11 = Channel not converted

[3:2]

ADC6 full-scale range
00 = 5.6V
01 = 2.8V
10 = 1.4V
11 = Channel not converted

[5:4]

ADC7 full-scale range
00 = 5.6V
01 = 2.8V
10 = 1.4V
11 = Channel not converted

[7:6]

ADC8 full-scale range
00 = 5.6V
01 = 2.8V
10 = 1.4V
11 = Channel not converted

45h 245h

[1:0]

ADC9 full-scale range
00 = 5.6V
01 = 2.8V
10 = 1.4V
11 = Channel not converted

[3:2]

ADC10 full-scale range
00 = 5.6V
01 = 2.8V
10 = 1.4V
11 = Channel not converted

[5:4]

ADC11 full-scale range
00 = 5.6V
01 = 2.8V
10 = 1.4V
11 = Channel not converted

[7:6]

ADC12 full-scale range
00 = 5.6V
01 = 2.8V
10 = 1.4V
11 = Channel not converted
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表5. ADC設定レジスタ(続き)

REGISTER ADDRESS
FLASH 

ADDRESS
BIT RANGE DESCRIPTION

46h 246h

[0]
Differential conversion ADC1, ADC2
0 = Disabled
1 = Enabled

[1]
Differential conversion ADC3, ADC4
0 = Disabled
1 = Enabled

[2]
Differential conversion ADC5, ADC6
0 = Disabled
1 = Enabled

[3]
Differential conversion ADC7, ADC8
0 = Disabled
1 = Enabled

[4]
Differential conversion ADC9, ADC10
0 = Disabled
1 = Enabled

[5]
Differential conversion ADC11, ADC12
0 = Disabled
1 = Enabled
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表6. ADC変換結果(読取り専用)

REGISTER ADDRESS BIT RANGE DESCRIPTION

00h [7:0] ADC1 result (MSB) bits 9–2

01h [7:6] ADC1 result (LSB) bits 1, 0

02h [7:0] ADC2 result (MSB) bits 9–2

03h [7:6] ADC2 result (LSB) bits 1, 0

04h [7:0] ADC3 result (MSB) bits 9–2

05h [7:6] ADC3 result (LSB) bits 1, 0

06h [7:0] ADC4 result (MSB) bits 9–2

07h [7:6] ADC4 result (LSB) bits 1, 0

08h [7:0] ADC5 result (MSB) bits 9–2

09h [7:6] ADC5 result (LSB) bits 1, 0

0Ah [7:0] ADC6 result (MSB) bits 9–2

0Bh [7:6] ADC6 result (LSB) bits 1, 0

0Ch [7:0] ADC7 result (MSB) bits 9–2

0Dh [7:6] ADC7 result (LSB) bits 1, 0

0Eh [7:0] ADC8 result (MSB) bits 9–2

0Fh [7:6] ADC8 result (LSB) bits 1, 0

10h [7:0] ADC9 result (MSB) bits 9–2

11h [7:6] ADC9 result (LSB) bits 1, 0

12h [7:0] ADC10 result (MSB) bits 9–2

13h [7:6] ADC10 result (LSB) bits 1, 0

14h [7:0] ADC11 result (MSB) bits 9–2

15h [7:6] ADC11 result (LSB) bits 1, 0

16h [7:0] ADC12 result (MSB) bits 9–2

17h [7:6] ADC12 result (LSB) bits 1, 0

18h [7:0] Current-sense ADC result

19h [7:0] CSP ADC output (MSB) bits 9–2

1Ah [7:6] CSP ADC output (LSB) bits 1, 0
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汎用入力/出力
GPIO1〜GPIO8はプログラム可能な汎用入力/出力です。
GPIO1〜GPIO8は、マニュアルリセット入力、ウォッチ 
ドッグタイマの入力と出力、ロジック入力/出力、フォルト
依存出力として設定することができます。GPIO_は出力と
してプログラムされると、オープンドレインまたはプッシュ
プルになります。GPIO1〜GPIO8の設定の詳細については、
表8と表9を参照してください。

GPIO1〜GPIO8を汎用入力/出力として設定するときは、
r1Ehを通じてGPIO_ポートから値を読み取り、r3Ehを 
通じてGPIO_に値を書き込んでください。r3Ehには対応
するフラッシュレジスタがあり、汎用出力のデフォルト 
状態をプログラムしています。GPIO_の読取りと書込みの
詳細については、表7を参照してください。

表7. GPIO_状態レジスタ

表8. GPIO_設定レジスタ

REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT RANGE DESCRIPTION

1Eh —

[0] GPIO1 input state

[1] GPIO2 input state

[2] GPIO3 input state 

[3] GPIO4 input state

[4] GPIO5 input state

[5] GPIO6 input state

[6] GPIO7 input state

[7] GPIO8 input state

3Eh 23Eh

[0] GPIO1 output state

[1] GPIO2 output state

[2] GPIO3 output state

[3] GPIO4 output state

[4] GPIO5 output state

[5] GPIO6 output state

[6] GPIO7 output state

[7] GPIO8 output state

REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT RANGE DESCRIPTION

3Fh 23Fh

[2:0] GPIO1 configuration

[5:3] GPIO2 configuration

[7:6] GPIO3 configuration (LSB)

40h 240h

[0] GPIO3 configuration (MSB)

[3:1] GPIO4 configuration

[6:4] GPIO5 configuration

[7] GPIO6 configuration (LSB)

41h 241h

[1:0] GPIO6 configuration (MSB)

[4:2] GPIO7 configuration

[7:5] GPIO8 configuration
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表8. GPIO_設定レジスタ(続き)

表9. GPIO_機能設定ビット

REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT RANGE DESCRIPTION

42h 242h

[0]
Output configuration for GPIO1
0 = Push-pull
1 = Open drain

[1]
Output configuration for GPIO2
0 = Push-pull
1 = Open drain

[2] 
Output configuration for GPIO3
0 = Push-pull
1 = Open drain

[3]
Output configuration for GPIO4
0 = Push-pull
1 = Open drain

[4]
Output configuration for GPIO5
0 = Push-pull
1 = Open drain

[5]
Output configuration for GPIO6
0 = Push-pull
1 = Open drain

[6]
Output configuration for GPIO7
0 = Push-pull
1 = Open drain

[7]
Output configuration for GPIO8
0 = Push-pull
1 = Open drain

CODE GPIO1 GPIO2 GPIO3 GPIO4 GPIO5 GPIO6 GPIO7 GPIO8

000 Logic input
Logic 
input

Logic input Logic input Logic input
Logic 
input

Logic input Logic input

001 Logic output
Logic 
output

Logic output Logic output Logic output
Logic 
output

Logic output Logic output

010 Fault2 output
Fault2 
output

Fault2 output Fault2 output Fault2 output
Fault2 
output

Fault2 output
Fault2 
output

011 Fault1 output
Fault1 
output

— Fault1 output Fault1 output
Fault1 
output

Fault1 output —

100
ANY_FAULT 

output
—

ANY_FAULT 
output

ANY_FAULT 
output

ANY_FAULT 
output

—
ANY_FAULT 

output
—

101
OVERC 
output

OVERC 
output

OVERC 
output

OVERC 
output

OVERC 
output

OVERC 
output

OVERC 
output

OVERC 
output

110 MR input
WDO 
output

MR input WDO output MR input
WDO 
output

MR input WDO output

111 WDI input — —
EXTFAULT 
input/output

—
MARGIN 

input
—

EXTFAULT 
input/output
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フォルト1とフォルト2
GPIO1〜GPIO8は、専用のフォルト出力、フォルト1また
はフォルト2として設定することができます。1つ以上の過
電圧、低電圧、または選択入力用の初期警告状態、および
2次過電流コンパレータでフォルト出力をアサートすること
ができます。フォルト1とフォルト2の依存性は、レジスタ

r36h〜r3Ahを使用して設定されます。表10を参照して 
ください。1つのフォルト出力が複数のMON_に依存する
ときは、1つ以上のMON_がプログラムされたスレッショ
ルド電圧を超えるとフォルト出力がアサートされます。 
これらのフォルト出力は、｢重大なフォルト｣の項で記述 
される重大なフォルトシステムとは無関係に動作します。

表10. フォルト1とフォルト2の依存性
REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT 
RANGE

DESCRIPTION

36h 236h

0 1 = Fault1 depends on MON1

1 1 = Fault1 depends on MON2

2 1 = Fault1 depends on MON3

3 1 = Fault1 depends on MON4

4 1 = Fault1 depends on MON5

5 1 = Fault1 depends on MON6

6 1 = Fault1 depends on MON7 

7 1 = Fault1 depends on MON8

37h 237h

0 1 = Fault1 depends on MON9

1 1 = Fault1 depends on MON10

2 1 = Fault1 depends on MON11

3 1 = Fault1 depends on MON12

4
1 = Fault1 depends on the overvoltage thresholds of the inputs selected by 
r36h and r37h[3:0]

5
1 = Fault1 depends on the undervoltage thresholds of the inputs selected by 
r36h and r37h[3:0]

6
1 = Fault1 depends on the early warning thresholds of the inputs selected by 
r36h and r37h[3:0]

7
0 = Fault1 is an active-low digital output
1 = Fault1 is an active-high digital output

38h 238h

[0] 1 = Fault2 depends on MON1

[1] 1 = Fault2 depends on MON2

[2] 1 = Fault2 depends on MON3

[3] 1 = Fault2 depends on MON4

[4] 1 = Fault2 depends on MON5

[5] 1 = Fault2 depends on MON6 

[6] 1 = Fault2 depends on MON7

[7] 1 = Fault2 depends on MON8
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ANY_FAULT
GPIO1、GPIO3、GPIO4、GPIO5、およびGPIO7は、フォ
ルト状態でローにアサートされるように設定することが 
できます。

過電流コンパレータ(OVERC)
CSPとCSMとの間に印加される電圧が1次過電流スレッ 
ショルドを超えると、GPIO1〜GPIO8がローにアサート 
されるように設定することができます。詳細については、
｢内蔵の電流検出アンプ｣の項を参照してください。

マニュアルリセット(MR)
GPIO1、GPIO3、GPIO5、およびGPIO7はアクティブロー
のマニュアルリセット入力MRとして動作するように設定する
ことができます。MRをローに駆動してRESETをアサート
してください。RESETは、MRがローからハイに遷移した
後に選択したリセットタイムアウト期間、アサートが維持
されます。

ウォッチドッグ入力(WDI)および出力(WDO)
GPIO2、GPIO4、GPIO6、およびGPIO8はウォッチドッグ
タイマ出力のWDOとして設定することができます。GPIO1
はWDIとして設定することができます。設定の詳細について
は、表17を参照してください。WDOはアクティブロー出力
です。ウォッチドッグタイマの動作の詳細については、 
｢ウォッチドッグタイマ｣の項を参照してください。

外部のフォルト(EXTFAULT)
GPIO4とGPIO8は外部のフォルト入力/出力として設定 
することができます。プッシュプルとして設定されると、
EXTFAULT信号は、1つ以上の監視電圧または監視電流

に重大なフォルトが発生したことを示します。オープンドレ
インとして設定されると、EXTFAULTは、重大なフォルト
をトリガするために外付け回路によってローにアサート 
されます。この信号は複数のMAX16070/MAX16071を
カスケード接続するために使用することができます。

他のデバイスによってEXTFAULTがローにプルダウンされる
とき、1つの設定ビットによってMAX16070/MAX16071
の動作を決定します。レジスタビットr6Dh[2]が設定される
場合、EXTFAULTがローになることで不揮発性のフォルト
ログ動作をトリガします。

フォルト
MAX16070/MAX16071は入力(MON_)チャネルを監視
して、過電圧スレッショルド、低電圧スレッショルド、および
過電圧か低電圧が選択可能な初期警告スレッショルドと結果
を比較します。これらの条件に基づいて、MAX16070/
MAX16071はさまざまなフォルト出力をアサートして、 
チャネルの状態と電圧に関する個別の情報を不揮発性 
フラッシュ内に保存します。イベントロガーの設定によって、
重大なフォルトイベントの発生時にフォルトのあるチャネル
の状態、フォルト時のADC変換、あるいは両方を保存する
ことができます。イベントロガーは、内蔵フラッシュに単一
のフォルトを記録して、格納されたフォルトデータを後続の
パワーアップにおける偶発的な消去から保護するために
ロックビットを設定します。

監視入力の電圧がその入力の過電圧スレッショルドを超える
と過電圧イベントが発生します。監視入力の電圧が低電圧
スレッショルド以下に低下すると低電圧イベントが発生し
ます。フォルトスレッショルドは、表11に示すようにレジ

表10. フォルト1とフォルト2の依存性(続き)
REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT 
RANGE

DESCRIPTION

39h 239h

[0] 1 = Fault2 depends on MON9

[1] 1 = Fault2 depends on MON10

[2] 1 = Fault2 depends on MON11

[3] 1 = Fault2 depends on MON12

[4]
1 = Fault2 depends on the overvoltage thresholds of the inputs selected by 
r38h and r39h[3:0]

[5]
1 = Fault2 depends on the undervoltage thresholds of the inputs selected by 
r38h and r39h[3:0]

[6]
1 = Fault2 depends on the early warning thresholds of the inputs selected by 
r38h and r39h[3:0]

[7]
0 = Fault2 is an active-low digital output
1 = Fault2 is an active-high digital output

3Ah 23Ah

[0] 1 = Fault1 depends on secondary overcurrent comparator

[1] 1 = Fault2 depends on secondary overcurrent comparator

[7:2] Reserved
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表11. フォルトスレッショルドレジスタ
REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT RANGE DESCRIPTION

48h 248h [7:0] MON1 secondary threshold

49h 249h [7:0] MON1 overvoltage threshold

4Ah 24Ah [7:0] MON1 undervoltage threshold

4Bh 24Bh [7:0] MON2 secondary threshold

4Ch 24Ch [7:0] MON2 overvoltage threshold

4Dh 24Dh [7:0] MON2 undervoltage threshold

4Eh 24Eh [7:0] MON3 secondary threshold

4Fh 24Fh [7:0] MON3 overvoltage threshold

50h 250h [7:0] MON3 undervoltage threshold

51h 251h [7:0] MON4 secondary threshold

52h 252h [7:0] MON4 overvoltage threshold

53h 253h [7:0] MON4 undervoltage threshold

54h 254h [7:0] MON5 secondary threshold

55h 255h [7:0] MON5 overvoltage threshold

56h 256h [7:0] MON5 undervoltage threshold

57h 257h [7:0] MON6 secondary threshold

58h 258h [7:0] MON6 overvoltage threshold

59h 259h [7:0] MON6 undervoltage threshold

5Ah 25Ah [7:0] MON7 secondary threshold

5Bh 25Bh [7:0] MON7 overvoltage threshold

5Ch 25Ch [7:0] MON7 undervoltage threshold

5Dh 25Dh [7:0] MON8 secondary threshold

5Eh 25Eh [7:0] MON8 overvoltage threshold

5Fh 25Fh [7:0] MON8 undervoltage threshold

60h 260h [7:0] MON9 secondary threshold

61h 261h [7:0] MON9 overvoltage threshold

62h 262h [7:0] MON9 undervoltage threshold

63h 263h [7:0] MON10 secondary threshold

64h 264h [7:0] MON10 overvoltage threshold

65h 265h [7:0] MON10 undervoltage threshold

66h 266h [7:0] MON11 secondary threshold

67h 267h [7:0] MON11 overvoltage threshold

68h 268h [7:0] MON11 undervoltage threshold

69h 269h [7:0] MON12 secondary threshold

6Ah 26Ah [7:0] MON12 overvoltage threshold

6Bh 26Bh [7:0] MON12 undervoltage threshold

6Ch 26Ch [7:0] Secondary overcurrent threshold
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スタr48h〜r6Chで設定されます。ディセーブルされた 
入力はフォルト状態が監視されず、入力マルチプレクサに
よってスキップされます。変換結果の上位8ビットのみが
プログラムされたフォルトスレッショルドと比較されます。

汎用入力/出力(GPIO1〜GPIO8)は、フォルト状態を示す
ANY_FAULT出力または専用のフォルト1およびフォルト2
の出力として設定することができます。これらのフォルト
出力は、表14に示される重大なフォルトイネーブルビット
によってマスクされません。フォルト出力としてのGPIO_ 
設定の詳細については、｢汎用入力/出力｣の項を参照して
ください。

デグリッチ
フォルト状態は各変換の終了時に検出されます。入力電圧
が確認用の1つの監視スレッショルド外に降下すると、 
入力マルチプレクサはそのチャネルに留まり数回の連続

変換を実行します。フォルトがトリガされるためには、
r73h[6:5]とr74h[6:5] (表12を参照)のデグリッチの 
設定によって決定される一定数の変換の間入力がスレッ
ショルド外でなければなりません。

フォルトフラグ
フォルトフラグは、特定の入力のフォルトステータスを 
示します。デバイス内の監視入力フォルトフラグは、表13
で示されるようにいつでもレジスタr1Bhとr1Chから読み
取ることができます。フラグレジスタ内の適切なビットに
｢1｣を書き込むとフォルトフラグがクリアされます。フォルト
出力に送信されるフォルト信号とは異なり、これらのビット
は重大なフォルトイネーブルビット(表14を参照)によって
マスクされます。フォルトフラグは、重大なフォルトイネー
ブルレジスタにおける対応するイネーブルビットも設定 
されているときにのみ設定されます。

表12. デグリッチの設定

表13. フォルトフラグ

REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT RANGE DESCRIPTION

73h 273h [6:5]

Overcurrent comparator deglitch time
00 = No deglitch
01 = 4ms
10 = 15ms
11 = 60ms

74h 274h [6:5]

Voltage comparator deglitch configuration
00 = 2 cycles
01 = 4 cycles 
10 = 8 cycles
11 = 16 cycles

REGISTER 
ADDRESS

BIT RANGE DESCRIPTION

1Bh

[0] MON1

[1] MON2

[2] MON3

[3] MON4

[4] MON5

[5] MON6

[6] MON7

[7] MON8

1Ch

[0] MON9

[1] MON10

[2] MON11

[3] MON12

[4] Overcurrent

[5] External fault (EXTFAULT)
[6] SMB alert
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表14. 重大なフォルトの設定

REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT 
RANGE

DESCRIPTION

6Dh 26Dh

[1:0]

Fault information to log
00 = Save failed line flags and ADC values in flash
01 = Save only failed line flags in flash
10 = Save only ADC values in flash
11 = Do not save anything

[2] 1 = Fault log triggered when EXTFAULT is pulled low externally

[7:3] Not used

6Eh 26Eh

[0] 1 = Fault log triggered when MON1 is below its undervoltage threshold

[1] 1 = Fault log triggered when MON2 is below its undervoltage threshold

[2] 1 = Fault log triggered when MON3 is below its undervoltage threshold

[3] 1 = Fault log triggered when MON4 is below its undervoltage threshold

[4] 1 = Fault log triggered when MON5 is below its undervoltage threshold

[5] 1 = Fault log triggered when MON6 is below its undervoltage threshold

[6] 1 = Fault log triggered when MON7 is below its undervoltage threshold

[7] 1 = Fault log triggered when MON8 is below its undervoltage threshold

6Fh 26Fh

[0] 1 = Fault log triggered when MON9 is below its undervoltage threshold

[1] 1 = Fault log triggered when MON10 is below its undervoltage threshold

[2] 1 = Fault log triggered when MON11 is below its undervoltage threshold

[3] 1 = Fault log triggered when MON12 is below its undervoltage threshold

[4] 1 = Fault log triggered when MON1 is above its overvoltage threshold

[5] 1 = Fault log triggered when MON2 is above its overvoltage threshold

[6] 1 = Fault log triggered when MON3 is above its overvoltage threshold

[7] 1 = Fault log triggered when MON4 is above its overvoltage threshold

70h 270h

[0] 1 = Fault log triggered when MON5 is above its overvoltage threshold

[1] 1 = Fault log triggered when MON6 is above its overvoltage threshold

[2] 1 = Fault log triggered when MON7 is above its overvoltage threshold

[3] 1 = Fault log triggered when MON8 is above its overvoltage threshold

[4] 1 = Fault log triggered when MON9 is above its overvoltage threshold

[5] 1 = Fault log triggered when MON10 is above its overvoltage threshold

[6] 1 = Fault log triggered when MON11 is above its overvoltage threshold

[7] 1 = Fault log triggered when MON12 is above its overvoltage threshold

71h 271h

[0] 1 = Fault log triggered when MON1 is above/below the early threshold warning

[1] 1 = Fault log triggered when MON2 is above/below the early threshold warning

[2] 1 = Fault log triggered when MON3 is above/below the early threshold warning

[3] 1 = Fault log triggered when MON4 is above/below the early threshold warning

[4] 1 = Fault log triggered when MON5 is above/below the early threshold warning

[5] 1 = Fault log triggered when MON6 is above/below the early threshold warning

[6] 1 = Fault log triggered when MON7 is above/below the early threshold warning

[7] 1 = Fault log triggered when MON8 is above/below the early threshold warning
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GPIO_がオープンドレインのEXTFAULT入力/出力として
設定されていて、EXTFAULTが外付け回路によってロー
にプルダウンされた場合、ビットr1Ch[5]が設定されます。

MAX16070/MAX16071がSMBusの警告出力をアサート
すると、SMBの警告ビットが設定されます。｢1｣を書き込んで
クリアしてください。詳細については、｢SMBALERT｣の
項を参照してください。

重大なフォルト
重大なフォルトイネーブルビットを適切に設定すると、通常
動作中にフォルト状態になるとフォルト情報をフラッシュ
メモリに格納するように設定することができます。重大な
フォルトをトリガするには、フォルト状態用のレジスタ

r6Eh〜r72h (表14を参照)において該当する重大なフォルト
イネーブルビットを設定してください。

ログ記録されたフォルト情報は、フラッシュレジスタ
r200h〜r20Fh (表15を参照)に格納されます。フォルト情報
のログ記録終了後にフラッシュはロックされるため、新しい
フォルトログ記録を格納するにはロックを解除する必要が
あります。フォルトフラッシュのロックを解除するには、
r8Ch[1]に｢0｣を書き込んでください。ADC変換結果やフォ
ルトフラグをレジスタに格納するようにフォルト情報を 
設定することができます。r6Dh[1:0]で重大なフォルト設定
を選択してください。フォルトロガーをオフにするには、
r6Dh[1:0]に｢11｣を設定してください。格納されたすべて
のADC結果は、8ビット幅です。

表14. 重大なフォルトの設定(続き)

表15. 不揮発性のフォルトログレジスタ

REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT 
RANGE

DESCRIPTION

72h 272h

[0] 1 = Fault log triggered when MON9 is above/below the early threshold warning

[1] 1 = Fault log triggered when MON10 is above/below the early threshold warning

[2] 1 = Fault log triggered when MON11 is above/below the early threshold warning

[3] 1 = Fault log triggered when MON12 is above/below the early threshold warning

[4] 1 = Fault log triggered when overcurrent early threshold is exceeded

[5] Reserved, must be set to ‘1’

[7:6] Reserved

FLASH ADDRESS BIT RANGE DESCRIPTION

200h — Reserved

201h

[0] Fault log triggered on MON1

[1] Fault log triggered on MON2 

[2] Fault log triggered on MON3

[3] Fault log triggered on MON4

[4] Fault log triggered on MON5 

[5] Fault log triggered on MON6 

[6] Fault log triggered on MON7 

[7] Fault log triggered on MON8 

202h

[0] Fault log triggered on MON9 

[1] Fault log triggered on MON10 

[2] Fault log triggered on MON11 

[3] Fault log triggered on MON12 

[4] Fault log triggered on overcurrent

[5] Fault log triggered on EXTFAULT
[7:6] Not used
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表15. 不揮発性のフォルトログレジスタ(続き)

リセット出力
リセット出力であるRESETは、監視入力のステータスを 
示します。

通常の監視中に、MON_入力の組合せのいずれかがスレッ
ショルドの設定可能な組合せ(低電圧、過電圧、または初期
警告)に違反するとRESETがアサートされるように設定 
することができます。スレッショルドの組合せはr3Bh[1:0]
を使用して、MON_入力の組合せはr3Ch[7:1]とr3Dh[4:0]
を使用して選択してください。重大なフォルトとして設定
されたMON_入力は、これらの設定ビットに関係なく常に
RESETをアサートすることに注意してください。

RESETは、r3Bh[3]を使用してプッシュプルまたはオープン
ドレインとして、さらにr3Bh[2]を使用してアクティブハイ
またはアクティブローに設定することができます。表16 
からr3Bh[7:4]に値をロードして、リセットタイムアウトを
設定してください。RESETは、r3Ch[0]内に｢1｣を書き込む
ことで強制的にアサートすることができます。r3Ch[0]内 
に｢0｣を書き込んだ後、RESETのアサートはリセットタイ
ムアウト期間、維持されます。表16を参照してください。
RESETの最新状態は、r20h[0]を読み取ることで確認 
することができます。

ウォッチドッグタイマ
ウォッチドッグタイマはMAX16070/MAX16071とともに、
あるいはこれらとは独立して動作します。依存モードで 
動作するとき、ウォッチドッグはENがハイになってRESET
がデアサートされるまでアクティブになりません。独立モード

で動作するとき、ウォッチドッグタイマは、VCCがUVLO
スレッショルドを超えて起動フェーズが完了した後、直ちに
アクティブになります。ウォッチドッグを依存モードに設定
するにはr73h[4]を｢0｣に設定してください。ウォッチドッグ
を独立モードに設定するにはr73h[4]を｢1｣に設定して 
ください。ウォッチドッグタイマの依存モードまたは独立
モードの設定の詳細については表17を参照してください。

依存ウォッチドッグタイマの動作
μPの動作状態を2つのモードで監視するにはウォッチドッグ
タイマを使用してください。柔軟なタイムアウトアーキ 
テクチャでは、最大300sまで調整可能なウォッチドッグの
起動遅延を備えており、複雑なシステムで非常に長い起動
ルーチンを実行することができます。調整可能なウォッチ
ドッグタイムアウトによって、プロセッサの動作状態が正常
でないときに管理者がすぐに警告を発することができます。
各リセットイベント(VCCがUVLOを下回ってからUVLOを
上回るまで戻る、ソフトウェア再起動、マニュアルリセット
(MR)、EN入力がローからハイになる、あるいはウォッチ
ドッグリセット)の後、ウォッチドッグの起動遅延によって
システムがパワーアップする時間が拡張されて、ルーチン
のウォッチドッグ更新の責任を負う前に完全にすべてのμP
とシステム構成要素が初期化されます。ウォッチドッグの
起動遅延をイネーブルするには、r76h[6:4]に｢000｣以外
の値を設定してください。ウォッチドッグの起動遅延を 
ディセーブルするには、r76h[6:4]に｢000｣を設定して 
ください。

FLASH ADDRESS BIT RANGE DESCRIPTION

203h [7:0] MON1 ADC output

204h [7:0] MON2 ADC output

205h [7:0] MON3 ADC output

206h [7:0] MON4 ADC output

207h [7:0] MON5 ADC output

208h [7:0] MON6 ADC output

209h [7:0] MON7 ADC output

20Ah [7:0] MON8 ADC output

20Bh [7:0] MON9 ADC output

20Ch [7:0] MON10 ADC output

20Dh [7:0] MON11 ADC output

20Eh [7:0] MON12 ADC output 

20Fh [7:0] Current-sense ADC output
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表16. リセット出力の設定

REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT RANGE DESCRIPTION

3Bh 23Bh

[1:0]

Reset output depends on:
00 = Undervoltage threshold violations
01 = Early warning threshold violations
10 = Overvoltage threshold violations
11 = Undervoltage or overvoltage threshold violations

[2]
0 = Active-low
1 = Active-high

[3]
0 = Push-pull
1 = Open drain

[7:4]

Reset timeout period
0000 = 25μs
0001 = 1.5ms
0010 = 2.5ms
0011 = 4ms
0100 = 6ms
0101 = 10ms
0110 = 15ms
0111 = 25ms
1000 = 40ms
1001 = 60ms
1010 = 100ms
1011 = 150ms
1100 = 250ms
1101 = 400ms
1110 = 600ms
1111 = 1s

3Ch 23Ch

[0]
Reset soft trigger
0 = Normal RESET behavior
1 = Force RESET to assert

[1] 1 = RESET depends on MON1

[2] 1 = RESET depends on MON2

[3] 1 = RESET depends on MON3

[4] 1 = RESET depends on MON4

[5] 1 = RESET depends on MON5

[6] 1 = RESET depends on MON6

[7] 1 = RESET depends on MON7

3Dh 23Dh

[0] 1 = RESET depends on MON8

[1] 1 = RESET depends on MON9

[2] 1 = RESET depends on MON10

[3] 1 = RESET depends on MON11

[4] 1 = RESET depends on MON12

[7:5] Reserved
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表17. ウォッチドッグの設定

通常のウォッチドッグタイムアウト期間tWDIは、長い起動
ウォッチドッグ期間tWDI_STARTUPが終結する前でWDIの最初
の遷移の後に開始されます(図5)。通常の動作モード中に、
μPが標準タイムアウト期間tWDI内にWDIを有効な遷移
(ハイからローまたはローからハイ)でトグルしない場合、
WDOがアサートされます。WDOのアサートは、WDIがト
グルされるかRESETがアサートされるまで維持されます 
(図6)。

ENがローのとき、ウォッチドッグタイマはリセット状態です。
ウォッチドッグタイマは、RESETがデアサートされるまで
カウントを開始しません。RESETがアサートされるときは
いつでも、ウォッチドッグタイマはリセットされ、WDOが
デアサートされます(図7)。RESETがアサートされている
ときは、ウォッチドッグタイマはリセット状態が保持されます。

ウォッチドッグは、RESET出力だけでなく、WDO出力も
制御するように設定することができます。ウォッチドッグ 
タイマが終了してウォッチドッグリセット出力イネーブル
ビット(r76h[7])が｢1｣に設定されると、RESETはリセット
タイムアウトtRPの期間、アサートされます。RESETがアサート
されると、ウォッチドッグタイマはクリアされてWDOが
デアサートされます。したがって、WDOは、ウォッチドッグ
タイマが終了すると短時間(約1μs)ローパルスを出力します。
ウォッチドッグリセット出力イネーブルビット(r76h[7])を
｢0｣に設定すると、RESETはウォッチドッグタイマの影響
を受けません。RESETがウォッチドッグタイムアウトに 
よってアサートされる場合は、WDRESETビットが｢1｣に
設定されます。接続されたプロセッサはこのビットをチェック
して、ウォッチドッグタイムアウトによってリセットされた
ことを確認することができます。ウォッチドッグの機能設定
の詳細については、表17を参照してください。

REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT RANGE DESCRIPTION

73h 273h [4]
1 = Independent mode
0 = Dependent mode

76h 276h

[7]
1 = Watchdog affects RESET output
0 = Watchdog does not affect RESET output

[6:4]

Watchdog startup delay
000 = No initial timeout
001 = 30s
010 = 40s
011 = 80s
100 = 120s
101 = 160s
110 = 220s
111 = 300s

[3:0]

Watchdog timeout
0000 = Watchdog disabled
0001 = 1ms
0010 = 2ms
0011 = 4ms
0100 = 8ms
0101 = 14ms
0110 = 27ms
0111 = 50ms
1000 = 100ms
1001 = 200ms
1010 = 400ms
1011 = 750ms
1100 = 1.4s
1101 = 2.7s
1110 = 5s
1111 = 10s



不揮発性フォルトレジスタ内蔵、12チャネル/8チャネルの	
	 フラッシュ設定可能なシステムモニタ

M
A

X
1

6
0

7
0

/M
A

X
1

6
0

7
1

______________________________________________________________________________________    29

図5. 通常のウォッチドッグ起動シーケンス

図6. ウォッチドッグタイマの動作

図7. ウォッチドッグリセット出力イネーブルビットを｢1｣に設定したときのウォッチドッグ起動シーケンス
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ウォッチドッグタイマの独立動作
r73h[4]が｢1｣のとき、ウォッチドッグタイマは独立モード
で動作します。独立モードでは、ウォッチドッグタイマは別
のデバイスであるかのように動作します。起動シーケンスが
終了すると、ウォッチドッグタイマはVCCがUVLOを超えた
直後にアクティブになります。RESETがアサートされるとき、
ウォッチドッグタイマとWDOは影響を受けません。

｢000｣と異なる値をr76h[6:4]に設定すると起動遅延が
生じます。r76h[6:4]に｢000｣を設定すると起動遅延は生じ
ません。遅延時間については、表17を参照してください。

独立モードでは、ウォッチドッグリセット出力イネーブル
ビットr76h[7]が｢1｣に設定された場合、ウォッチドッグ 
タイマが終了するとWDOがアサートされ、さらにRESET
がアサートされます。次にWDOはデアサートされます。
WDOは約1μs、ローになります。ウォッチドッグリセット
出力イネーブルビット(r76h[7])が｢0｣に設定された場合、
ウォッチドッグタイマが終了するとWDOはアサートされ
ますがRESETは影響を受けません。

ユーザ定義のレジスタ
レジスタr8Ahは、ユーザ定義の設定用、またはファーム 
ウェアバージョン番号用の格納スペースを提供します。 
このレジスタは、JTAG USERCODEレジスタのビット7:0
の内容を制御することに注意してください。ユーザ定義 
レジスタは、フラッシュメモリのr28Ahに格納されます。

メモリロックビット
レジスタr8Chには、設定レジスタ、設定フラッシュ、ユーザ
フラッシュ、およびフォルトレジスタロックのロックビット
が含まれています。詳細については、表18を参照してくだ
さい。

SMBus対応インタフェース
MAX16070/MAX16071は、シリアルデータライン(SDA)
とシリアルクロックライン(SCL)から構成されるSMBus 
対応の2線式シリアルインタフェースを備えています。SDA
とSCLによって、 最 高400kHzの クロック周 波 数で、
MAX16070/MAX16071とマスターとの間の双方向通信
が容易に可能となります。図1は、2線式インタフェースの
タイミング図を示しています。MAX16070/MAX16071 
は、送信/受信スレーブ専用デバイスであり、マスター 
デバイスに依存してクロック信号を生成します。マスター
デバイス(通常、マイクロコントローラ)はバス上でデータ
転送を開始し、SCLを生成してデータ転送を許可します。

マスターデバイスは、適正なアドレスとその後にコマンド
やデータワードを続けて送信することで、MAX16070/
MAX16071と通信します。スレーブアドレス入力A0は4つ
の異なる状態を検出することが可能であり、複数の同一 
デバイスで同じシリアルバスを共有することが可能になり
ます。スレーブアドレスについては、｢スレーブアドレス｣
の項でさらに説明します。各送信シーケンスは、START (S)
条件またはREPEATED START (SR)条件と、STOP (P)
条件とで区切られます。バス上に送出される各ワードは8
ビット長であり、その後に必ず肯定応答パルスが続きます。
SCLはロジック入力であり、SDAはオープンドレイン入力
/出力です。SCLおよびSDAは、両方ともロジックハイ電
圧を生成するために外付けのプルアップ抵抗が必要です。
通常のアプリケーションでは4.7kΩを使用してください。

表18. メモリロックビット
REGISTER 
ADDRESS

FLASH ADDRESS BIT RANGE DESCRIPTION

8Ch 28Ch

0
Configuration register lock
1 = Locked
0 = Unlocked

1
Flash fault register lock
1 = Locked
0 = Unlocked

2
Flash configuration lock
1 = Locked
0 = Unlocked 

3
User flash lock
1 = Locked
0 = Unlocked 
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ビット転送
各クロックパルスで1つのデータビットが転送されます。
SCLがハイの間は、SDA上のデータを安定な状態に維持
する必要があります(図8)。SCLがハイでない場合、
MAX16070/MAX16071はマスターからのSTART条件
またはSTOP条件(図9)を検出します。バスがビジーで 
ないとき、SDAとSCLはアイドルハイになります。

STARTおよびSTOP条件
バスがビジーでないときは、SDAおよびSCLはともにアイ
ドルハイです。マスターデバイスは、SCLがハイの間に
SDAをハイからローに遷移させるSTART条件によって送信
の開始を通知します。マスターデバイスは、SCLがハイの
間にSDAをローからハイに遷移させることでSTOP条件を
発行します。STOP条件は次の送信のためにバスを解放し
ます。ブロック読取りプロトコルなどでREPEATED START
条件が生成された場合、バスはアクティブ状態を維持します 
(図1を参照)。

早期STOP条件
MAX16070/MAX16071は、送信中のいずれの時点に
おいてもSTOP条件を認識します。ただし、STOP条件が
START条件と同じハイパルスで発生する場合を除きます。
この条件は正当なSMBusフォーマットではありません。
START条件とSTOP条件は少なくとも1つのクロックパルス
で別れている必要があります。

REPEATED START条件
REPEATED STARTは、読取り動作中のバスの制御を維持
するためにSTOP条件の代わりに送信することができます。
START条件とREPEATED START条件は機能的に同一です。

肯定応答
肯定応答ビット(ACK)は、すべての8ビットデータワードに
付加される9番目のビットです。ACKは常に受信側のデバ
イスによって生成されます。MAX16070/MAX16071は、
アドレスまたはデータを受信すると、9番目のクロック期間
にSDAをローにプルダウンすることでACKを生成します 
(図10)。マスターデバイスがMAX16070/MAX16071から
のデータをリードバックするときなど、デバイスがデータ
を送信するとき、マスターデバイスがACKを生成するのを
待ちます。ACKを監視することでデータ転送の不成功を 
検出することができます。受信側のデバイスがビジーで 
あるか、あるいはシステムフォルトが発生した場合は、 
データ転送は失敗します。データ転送に失敗した場合、 
バスマスターは、しばらくたってから通信を再試行すること
ができます。ソフトウェアの再起動中またはフラッシュの
書込み中である場合、あるいは不当なメモリアドレスを 
受信したときは、MAX16070/MAX16071は受信した 
コマンドバイトの後にNACKを生成します。

スレーブアドレス
複数の同一デバイスで同じシリアルバスを共有するには、
スレーブアドレス入力A0を使用してください。バス上の 
デバイスアドレスを設定するには、A0をGND、DBP (または
2Vよりも大きい外付けの電源電圧)、SCL、またはSDAに
接続してください。すべての可能な7ビットアドレスの一覧
については、表20を参照してください。

レジスタr8Bh[6:0]にアドレスをロードすることで、スレーブ
アドレスにカスタム値を設定することも可能です。表19を
参照してください。r8Bh[6:0]に00hをロードすると、 
アドレスは入力A0によって設定されます。アドレスの競合
を避けるため、 アドレスを09hまたは7Fhに設定しないで
ください。スレーブアドレスの設定は、レジスタへの書込み
直後に有効になります。

図8. ビット転送 図9. STARTおよびSTOP条件

DATA LINE STABLE,
DATA VALID

SDA

SCL

CHANGE OF 
DATA ALLOWED

PS

START
CONDITION

SDA

SCL

STOP
CONDITION
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表19. SMBus Settingsレジスタ

表20. SMBusのスレーブアドレスの設定

R = 読取り/書込みの選択ビット

図10. 肯定応答

SCL
1

S

2 8 9

SDA BY
TRANSMITTER

SDA BY
 RECEIVER

CLOCK PULSE FOR ACKNOWLEDGE

NACK

ACK

REGISTER 
ADDRESS

FLASH ADDRESS BIT RANGE DESCRIPTION

8Bh 28Bh
[6:0]

I2C Slave Address Register. Set to 00h to use A0 pin 
address setting. 

[7] 1 = Enable PEC (packet error check).

SLAVE ADDRESSES

A0 SLAVE ADDRESS

0 1010 000R

1 1010 001R

SCL 1010 010R 

SDA 1010 011R
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パケットエラーチェック(PEC)
MAX16070/MAX16071は、PECモードを備えており、 
ビットエラー検出によって通信バスの信頼性を向上する 
のに有用です。PECをイネーブルすると、各読取りや書込み
シーケンス中に特別なCRC-8エラーチェックバイトがデータ 
列に付加されます。r8Bh[7]に｢1｣を書き込むことでPECを
イネーブルしてください。

CRC-8バイトは、次の多項式を使用して計算されます。

C = X8 + X2 + X + 1

PECの計算には、アドレス、コマンド、およびデータなど、
すべての送信バイトが含まれます。ただし、ACK、NACK、
START、STOP、 お よ びREPEATED STARTはPECの 
計算に含まれません。

コマンドコード
MAX16070/MAX16071は、Block Read、Block Write、
およびその他のコマンド用として8つのコマンドコードを 
使用します。コマンドコードの一覧については、表21を 
参照してください。

ソフトウェアの再起動を開始するには、送信バイトフォー
マットを使用してA7hを送信してください。ソフトウェアに
よる再起動は、機能的にハードウェアによるパワーオン 
リセットと同じです。起動時に、230h〜28Chの範囲の 
フラッシュ設定データがデフォルトページのr30h〜r8Ch
のレジスタにコピーされます。

フラッシュへのフォルトの格納をトリガするには、コマンド
コードA8hを送信してください。ADC変換結果やフォルト
フラグを格納するには、Critical Fault Log Controlレジスタ
(r6Dh)を設定してください。

フラッシュページにあるときは、コマンドコードA9hを送信
してフラッシュページ(アドレス200h〜28Dh)にアクセス
してください。コマンドコードA9hが送信されると、すべて
のアドレスはフラッシュアドレスとして認識されます。 
デフォルトページ(アドレス000h〜08Dh)に戻るには、 
コマンドコードAAhを送信してください。ユーザフラッシュ
ページ(アドレス300h〜39Fhおよび3B0h〜3FFh)にアク

セスするにはコマンドコードABhを送信し、フラッシュページ
に戻るにはコマンドコードAChを送信してください。

フラッシュへの書込み時の制限
フラッシュには同時に8バイトを書き込む必要があります。
先頭アドレスは8バイト境界に合わせる必要があります。
すなわち、先頭アドレスの3つのLSBを｢000｣にする必要
があります。単一のBlock Writeコマンドを使用するか、 
あるいは8回連続でWrite Byteコマンドを使用することで
8バイトを書き込んでください。

バイト送信
バイト送信プロトコルによって、マスターデバイスは1バイ
トのデータをスレーブデバイスに送信することができます
(図11を参照)。バイト送信では、後続の読取り用または
書込み用のレジスタのポインタアドレスをプリセットします。
マスターが許可されていないメモリアドレスまたはコマンド
コードを送信しようとしている場合、スレーブはACKの 
代わりにNACKを送信します。マスターがA5hまたはA6h
を送信した場合、データはACKになります。これが書込み
ブロックまたは読取りブロックの開始になる可能性がある
からです。スレーブがACKをアサートする前にマスターが
STOP条件を送信した場合、内部のアドレスポインタは 
変わりません。マスターがA7hを送信した場合、ソフト 
ウェアの再起動を意味します。バイト送信の手順は次の 
ようになります。

1)	 マスターがSTART条件を送信します。

2)	� マスターが7ビットのスレーブアドレスと1ビットの書込 
みビット(ロー)を送信します。

3)	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACKをアサート
します。

4)	� マスターが8ビットのメモリアドレスまたはコマンドコード
を送信します。

5)	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACK (または
NACK)をアサートします。

6)	 マスターがSTOP条件を送信します。

表21. コマンドコード
COMMAND 

CODE
ACTION

A5h Block write

A6h Block read

A7h Reboot flash in register file

A8h Trigger emergency save to flash

A9h Flash page access ON

AAh Flash page access OFF

ABh User flash access ON (must be in flash page already)

ACh User flash access OFF (return to flash page) 
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図11. SMBusプロトコル

Send Byte Format

S ADDRESS

Slave Address: Address
of the slave on the serial
interface bus.

Data Byte: Presets the internal
address pointer or represents
a command.

R/W ACK COMMAND ACK P

7 bits 0 00 8 bits

Receive Byte Format

S ADDRESS

Slave Address: Address
of the slave on the serial
interface bus.

Data Byte: Data is read from
the location pointed to by the
internal address pointer.

R/W ACK DATA NACK P

7 bits 1 0

0 1

18 bits

Write Byte Format

S ADDRESS

Slave Address: Address
of the slave on the serial
interface bus.

Command Byte:
Sets the internal
address pointer.

R/W ACK COMMAND ACK

7 bits 0 0 0 08 bits

Data Byte: Data is written to
the locations set by the 
internal address pointer.

DATA ACK P

8 bits

Read Byte Format

S SLAVE
ADDRESS

Slave Address: Address
of the slave on the serial
interface bus.

Command Byte:
Sets the internal
address pointer.

R/W ACK COMMAND ACK

7 bits 0 0 0 0 18 bits

Data Byte: Data is read from
the locations set by the 
internal address pointer.

SR

R/W

R/W R/W

SLAVE
ADDRESS

R/W

7 bits 1

Block Write Format

S ADDRESS

Slave Address: Address
of the slave on the
serial interface bus.

Command Byte:
A5h

Data Byte: Data is written to the locations
set by the internal address pointer.

ACK COMMAND ACK

7 bits 0 0 0 0 0 0 08 bits

BYTE
COUNT = N

ACK P

8 bits

DATA BYTE 1 ACK

8 bits

DATA BYTE N ACK

8 bits

DATA BYTE … ACK

ACK DATA BYTE

8 bits

8 bits

SMBALERT#

Alert Response Address:
Only the device that 
interrupted the master
responds to this address.

Slave Address: Slave places
its own address on the 
serial bus.

S ADDRESS R/W ACK DATA NACK P

0001100 D.C. 8 bits

NACK P

Slave to master

Master to slave

Block Read Format

S ADDRESS

Slave Address: Address
of the slave on the
serial interface bus.

S = START Condition
P = STOP Condition
Sr = Repeated START Condition
D.C. = Don’t Care

ACK = Acknowledge, SDA pulled low during rising edge of SCL.
NACK = Not acknowledge, SDA left high during rising edge of SCL.

All data is clocked in/out of the device on rising edges of SCL.

= SDA transitions from high to low during period of SCL.

= SDA transitions from low to high during period of SCL.

Command Byte:
A6h

Data Byte: Data is read from the locations
set by the internal address pointer.

ACK COMMAND ACK

7 bits

ADDRESS

Slave Address: Address
of the slave on the
serial interface bus.

7 bits0 0 0 0 0 0 0 18 bits

ACK P

8 bits

DATA BYTE 1 ACK

8 bits

ACK DATA BYTE N

8 bits

DATA BYTE … NACK

8 bits

SR ACK

1

BYTE
COUNT = N

S ADDRESS COMMANDA PEC P

7 BITS 00 8 BITS 0

Write Byte Format with PEC

Read Byte Format with PEC

Block Write with PEC

Block Read with PEC

A ADATA A

08 BITS 0 8 BITS

S

S

S

ADDRESS ACOMMANDA DATAA PECA P

P

SR

SR

ADDRESS N

00

A

0

1

A

0

A

0

A

0

A

0

A

0

A

0

A

0

A

0

N

1

P

A

0

A

0

A

0

8 BITS0

0

0

8 BITS

COMMAND

8 BITS

COMMAND

8 BITS

0

A

0

A

0

8 BITS

DATA N

8 BITS

DATA BYTE N

8 BITS

PEC

8 BITS

PEC

8 BITS

07 BITS

ADDRESS

7 BITS

ADDRESS

7 BITS

1 17 BITS

BYTE COUNT N

8 BITS

BYTE COUNT N

8 BITS

ADDRESS

7 BITS

DATA BYTE 1

8 BITS

DATA BYTE 1

8 BITS

DATA BYTE

8 BITS

DATA BYTE

8 BITS

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W
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バイト受信
バイト受信プロトコルによって、マスターデバイスは、
MAX16070/MAX16071のレジスタの内容を読み取る 
ことができます(図11を参照)。フラッシュまたはレジスタ
のアドレスは、最初にバイト送信またはワード書込みの 
プロトコルでプリセットしておく必要があります。読取りが
完了すると、内部ポインタが1つ加算されます。バイト 
受信プロトコルを繰り返して次のアドレスの内容を読み取り
ます。バイト受信の手順は次のようになります。

1)	 マスターがSTART条件を送信します。

2)	� マスターが7ビットのスレーブアドレスと1ビットの 
読取りビット(ハイ)を送信します。

3)	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACKをアサート
します。

4)	 スレーブが8つのデータビットを送信します。

5)	 マスターがSDA上でNACKをアサートします。

6)	 マスターがSTOP条件を生成します。

バイト書込み
バイト書込みプロトコル(図11を参照)によって、マスター
デバイスは最新の選択されているページに応じて単一バイト
をデフォルトページ、拡張ページ、またはフラッシュページ
に書き込むことができます。バイト書込みの手順は次のよう
になります。

1)	 マスターがSTART条件を送信します。

2)	� マスターが7ビットのスレーブアドレスと1ビットの 
書込みビット(ロー)を送信します。

3)	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACKをアサート
します。

4)	 マスターが8ビットのメモリアドレスを送信します。

5)	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACKをアサート
します。

6)	 マスターが8ビットのデータバイトを送信します。

7)	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACKをアサート
します。

8)	 マスターがSTOP条件を送信します。

単一バイトを書き込むために、8ビットのメモリアドレスと
単一の8ビットデータバイトのみ送信されます。メモリアド
レスが有効である場合、アドレス指定された場所にデータ
バイトが書き込まれます。メモリアドレスが有効でない 
場合、手順5でスレーブはNACKをアサートします。

PECをイネーブルすると、バイト書込みプロトコルは次の
ようになります。

1)	 マスターがSTART条件を送信します。

2)	� マスターが7ビットのスレーブIDに1ビットの書込み 
ビット(ロー)を加えて送信します。

3)	� アドレス指定されたスレーブがデータライン上で
ACKをアサートします。

4)	 マスターが8ビットのメモリアドレスを送信します。

5)	� アクティブなスレーブがデータライン上でACKを 
アサートします。

6)	 マスターが8ビットのデータバイトを送信します。

7)	 スレーブがデータライン上でACKをアサートします。

8)	 マスターが8ビットのPECバイトを送信します。

9)	� スレーブがデータライン上でACKをアサートします
(PECが正常な場合。そうでない場合はNACK)。

10)	マスターがSTOP条件を送信します。

バイト読取り
バイト読取りプロトコル(図11を参照)によって、マスター
デバイスは、最新の選択されているページに応じて、デフォ
ルトページ、拡張ページ、またはフラッシュページに置か
れた単一バイトを読み取ることができます。バイト読取り
の手順は次のようになります。

1)	 マスターがSTART条件を送信します。

2)	� マスターが7ビットのスレーブアドレスと1ビットの 
書込みビット(ロー)を送信します。

3)	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACKをアサート 
します。

4)	 マスターが8ビットのメモリアドレスを送信します。

5)	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACKをアサート
します。

6)	 マスターがREPEATED START条件を送信します。

7)	� マスターが7ビットのスレーブアドレスと1ビットの 
読取りビット(ハイ)を送信します。

8)	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACKをアサート
します。

9)	 スレーブが8ビットのデータバイトを送信します。

10)	マスターがSDA上でNACKをアサートします。

11)	マスターがSTOP条件を送信します。

メモリアドレスが有効でない場合、手順5でスレーブによっ
てNACKが返されてアドレスポインタは変更されません。

PECをイネーブルすると、バイト読取りプロトコルは次の
ようになります。

1)	 マスターがSTART条件を送信します。

2)	� マスターが7ビットのスレーブIDに1ビットの書込み 
ビット(ロー)を加えて送信します。

3)	� アドレス指定されたスレーブがデータライン上で
ACKをアサートします。

4)	 マスターが8ビットのメモリアドレスを送信します。
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5)	� アクティブなスレーブがデータライン上でACKを 
アサートします。

6)	 マスターがREPEATED START条件を送信します。

7)	� マスターが7ビットのスレーブIDに1ビットの読取り 
ビット(ハイ)を加えて送信します。

8)	� アドレス指定されたスレーブがデータライン上で
ACKをアサートします。

9)	 スレーブが8つのデータビットを送信します。

10)	マスターがデータライン上でACKをアサートします。

11)	スレーブが8ビットのPECバイトを送信します。

12)	マスターがデータライン上でNACKをアサートします。

13)	マスターがSTOP条件を送信します。

ブロック書込み
ブロック書込みプロトコル(図11を参照)によって、マスター
デバイスは1データブロック(1バイト〜16バイト)をメモリ
に書き込むことができます。先行のSend Byteコマンドで
宛先アドレスをあらかじめロードしておいてください。ロード
されていない場合、Block Writeコマンドは現在のアドレス
ポインタで書込みを始めます。最終バイトが書き込まれた
後、アドレスポインタは、プリセットされた次の有効な 
アドレスを維持します。書き込まれるバイト数によってアド
レスポインタが設定レジスタ用または設定フラッシュ用の
8Fhや、ユーザフラッシュ用のFFhを超える場合、アドレス
ポインタはそれぞれ8FhまたはFFhにとどまって、このメモリ 
アドレスに残りのデータバイトを上書きします。コマンド
コードが有効でない場合、またはデバイスがビジーの場合、
手順5でスレーブはNACKを生成してアドレスポインタは
変更されません。

ブロック書込みの手順は次のようになります。

1) 	 マスターがSTART条件を送信します。

2) 	� マスターが7ビットのスレーブアドレスと1ビットの 
書込みビット(ロー)を送信します。

3) 	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACKをアサート
します。

4) 	� マスターが8ビットのBlock Writeコマンドコード(A5h)
を送信します。

5) 	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACKをアサート
します。

6) 	� マスターが8ビットのバイトカウントn (1バイト〜16
バイト)を送信します。

7) 	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACKをアサート
します。

8) 	 マスターが8ビットのデータを送信します。

9) 	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACKをアサート
します。

10) 	手順8と手順9をn - 1回繰り返します。

11) 	マスターがSTOP条件を送信します。

PECをイネーブルすると、ブロック書込みプロトコルは次
のようになります。

1) 	 マスターがSTART条件を送信します。

2) 	� マスターが7ビットのスレーブIDに1ビットの書込み 
ビット(ロー)を加えて送信します。

3) 	� アドレス指定されたスレーブがデータライン上でACK
をアサートします。

4) 	� マスターが8ビットのBlock Writeコマンドコードを送信
します。

5) 	 スレーブがデータライン上でACKをアサートします。

6) 	� マスターが8ビットのバイトカウントn (最小1、最大
16)を送信します。

7) 	 スレーブがデータライン上でACKをアサートします。

8) 	 マスターが8ビットのデータを送信します。

9) 	 スレーブがデータライン上でACKをアサートします。

10) 	手順8と手順9をn - 1回繰り返します。

11) 	マスターが8ビットのPECバイトを送信します。

12) 	�スレーブがデータライン上でACKをアサートします
(PECが正常な場合。そうでない場合はNACK)。

13) 	マスターがSTOP条件を送信します。

ブロック読取り
ブロック読取りプロトコル(図11を参照)によって、マスター
デバイスは最大16バイトのブロックをメモリから読み取る
ことができます。16バイト未満のデータの読取りは、初期
STOP条件をマスターから発行するか、あるいはマスター
でNACKを生成してください。宛先アドレスは先行のSend 
Byteコマンドであらかじめロードしておく必要があります。
ロードされていない場合、Block Readコマンドは最新の
アドレスポインタで読取りを始めます。読取りバイト数に
よってアドレスポインタが設定レジスタ用または設定フラッ 
シュ用の8Fhや、ユーザフラッシュのFFhを超える場合、
アドレスポインタはそれぞれ8FhまたはFFhにとどまります。
ブロック読取りの手順は次のようになります。

1) 	 マスターがSTART条件を送信します。

2) 	� マスターが7ビットのスレーブアドレスと1ビットの 
書込みビット(ロー)を送信します。

3) 	� アドレス指定されたスレーブがSDA上でACKをアサート
します。

4) 	� マスターが8ビットのBlock Readコマンド(A6h)を送信
します。

5) 	� スレーブはビジーでない限り、SDA上でACKをアサート
します。
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表22. SMBus警告の設定

6) 	 マスターがREPEATED START条件を生成します。

7) 	� マスターが7ビットのスレーブアドレスと1ビットの 
読取りビット(ハイ)を送信します。

8) 	 スレーブがSDA上でACKをアサートします。

9) 	 スレーブが8ビットのバイトカウント(16)を送信します。

10) 	マスターがSDA上でACKをアサートします。

11) 	スレーブが8ビットのデータを送信します。

12) 	マスターがSDA上でACKをアサートします。

13) 	手順11と手順12を最大15回繰り返します。

14) 	マスターがSDA上でNACKをアサートします。

15) 	マスターがSTOP条件を送信します。

PECをイネーブルすると、ブロック読取りプロトコルは次
のようになります。

1) 	 マスターがSTART条件を送信します。

2) 	� マスターが7ビットのスレーブIDに1ビットの書込み 
ビット(ロー)を加えて送信します。

3) 	� アドレス指定されたスレーブがデータライン上で
ACKをアサートします。

4) 	� マスターが8ビットのBlock Readコマンドコードを送信
します。

5) 	� スレーブはビジーでない限り、データライン上でACK
をアサートします。

6) 	 マスターがREPEATED START条件を生成します。

7) 	� マスターが7ビットのスレーブIDに1ビットの読取り 
ビット(ハイ)を加えて送信します。

8) 	 スレーブがデータライン上でACKをアサートします。

9) 	 スレーブが8ビットのバイトカウント(16)を送信します。

10) 	マスターがデータライン上でACKをアサートします。

11) 	スレーブが8ビットのデータを送信します。

12) 	マスターがデータライン上でACKをアサートします。

13) 	手順11と手順12を最大15回繰り返します。

14) 	スレーブが8ビットのPECバイトを送信します。

15) 	マスターがデータライン上でNACKをアサートします。

16) 	マスターがSTOP条件を送信します。

SMBALERT
MAX16070/MAX16071は、SMBus警告プロトコルを
サポートしています。SMBus警告出力をイネーブルする 
には、表22に従って、フォルト1、フォルト2、または 
ANY_FAULT出力がSMBus警告出力として動作するように
r35h[1:0]を設定してください。この出力はオープンドレ
インであり、SMBus上の他のデバイスとともにワイヤード
ORの設定を使用しています。フォルト時に、MAX16070/
MAX16071はALERTをローにアサートして、割込みが発
生したことをマスターに通知します。マスターは、SMBus
上にARA (警告応答アドレス)プロトコルを送信して応答 
します。このプロトコルは、スレーブアドレスとして09h
を持つバイト読取りです。スレーブは、ARA (09h)の 
アドレスに対して肯定応答して、スレーブ自身のSMBus 
アドレスをマスターに送信します。次にスレーブはALERT
をデアサートします。マスターはスレーブに問い合わせて
フォルトの原因を知ることができます。r1Ch[6]を調べる 
ことで、マスターは、MAX16070/MAX16071がSMBus
警告をトリガしたことを確認することができます。マスター
はARAを送信してからr1Ch[6]をクリアする必要があります。
r1Ch[6]は、｢1｣を書き込むことでクリアしてください。

JTAGシリアルインタフェース
MAX16070/MAX16071は、IEEE® 1149.1規格の一部
に準拠したJTAGポートを備えています。SMBusインタ 
フェースまたはJTAGインタフェースを内蔵メモリのアクセス
に使用することができますが、同時に実行することができ
るのは1つのインタフェースになります。MAX16070/
MAX16071は、IEEE 1149.1のバウンダリスキャン機能
をサポートしていません。MAX16070/MAX16071は、
JTAGの規格には含まれていない、内蔵メモリにアクセスす
るための特別なJTAG命令およびレジスタを備えています。
この特別な命令として、LOAD ADDRESS、WRITE DATA、
READ DATA、REBOOT、SAVEがあります。

IEEEはInstitute of Electrical and Electronics Engineers, Inc.
の登録サービスマークです。

REGISTER 
ADDRESS

FLASH 
ADDRESS

BIT RANGE DESCRIPTION

35h 235h [1:0]

SMBus Alert Configuration
00 = Disabled 
01 = Fault1 is SMBus ALERT
10 = Fault2 is SMBus ALERT
11 = ANY_FAULT is SMBus ALERT
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図12. JTAGのブロックダイアグラム

テストアクセスポート(TAP)
コントローラのステートマシン
TAPコントローラは、TCKの立上りエッジでTMSのロジック
レベルに応答する有限ステートマシンです。有限ステートマ
シンのダイアグラムについては、図13を参照してください。
可能な状態を以下に示します。

テスト-ロジック-リセット：パワーアップ時、TAPコント
ローラはテスト-ロジック-リセット状態になります。命令
レジスタにはIDCODE命令が含まれます。デバイスのすべて
のシステムロジックが正常に動作します。5クロックサイ 
クルの間TMSをハイに駆動することで、任意の状態から
この状態に到達することができます。

実行-テスト/アイドル：実行-テスト/アイドル状態はスキャン
動作の間か特定のテスト中で使用されます。命令レジスタ
とテストデータレジスタはアイドルのままです。

選択-DR-スキャン：すべてのテストデータレジスタは直前
の状態を保持します。TMSがローになると、コントローラは
TCKの立上りエッジで取得-DR状態に遷移してスキャン 
シーケンスが開始されます。TCKの立上りエッジでTMSが
ハイのときは、コントローラは選択-IR-スキャン状態に 
遷移します。

取得-DR：最新の命令で選択したテストデータレジスタに
データをパラレルロードすることができます。命令がパラ
レルロードを必要としなかったり、選択したテストデータ
レジスタがパラレルロードすることができなかったりする
場合は、テストデータレジスタは現在の値を維持します。
コントローラは、TCKの立上りエッジで、TMSがローの 
場合はシフト-DR状態になり、TMSがハイの場合は終了
1-DR状態になります。

TEST ACCESS PORT
(TAP) CONTROLLER

INSTRUCTION REGISTER
[LENGTH = 5 BITS]

BYPASS REGISTER
[LENGTH = 1 BIT]

IDENTIFICATION REGISTER
[LENGTH = 32 BITS]

USER CODE REGISTER
[LENGTH = 32 BITS]

MEMORY ADDRESS REGISTER
[LENGTH = 8 BITS]

MEMORY READ REGISTER
[LENGTH = 8 BITS]

MEMORY WRITE REGISTER
[LENGTH = 8 BITS]

11111

00000

00011

00100

00101

00110

00111

MUX 2 TDOTDI

TMS

TCK

01000

REGISTERS
AND FLASH

01001

01010

01011

01100

MUX 1

00111

01000

01100

01011

01010

01001

REBOOT

SAVE

RSTUSRFLSH

RSTFLSHADD

SETUSRFLSH

SETFLSHADD

COMMAND
DECODER

RPU

VDB
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シフト-DR：最新の命令によって選択されたテストデータ
レジスタはTDIとTDOの間に接続されて、TMSがローの間、
TCKの立上りエッジごとにデータ1段をシリアル出力に 
シフトします。コントローラは、TCKの立上りエッジで、
TMSがハイの場合は終了1-DR状態になります。

終了1-DR：この状態では、TCKの立上りエッジでコント
ローラは更新-DR状態になります。TMSローのときのTCK
の立上りエッジで、コントローラは一時停止-DR状態に 
なります。

一時停止-DR：この状態にある間、テストデータレジスタ
のシフトは停止します。すべてのテストデータレジスタは
直前の状態を保持します。コントローラは、TMSがロー
の間、この状態を維持します。TMSハイのときのTCKの 
立上りエッジで、コントローラは終了2-DR状態になります。

終了2-DR：この状態では、TMSハイのときのTCKの立上り
エッジでコントローラは更新-DR状態になります。TMS 
ローのときのTCKの立上りエッジで、コントローラはシフト
-DR状態に入ります。

更新-DR：更新-DR状態では、TCKの立下りエッジで、
テストデータレジスタのシフトレジスタパスからデータが
一連の出力ラッチにラッチされます。これによって、シフト
レジスタが変更されてもパラレル出力が変わらないように
します。TCKの立上りエッジで、コントローラは、TMSが 

ローの場合は実行-テスト/アイドル状態になり、TMSがハイ
の場合は選択-DR-スキャン状態になります。

選択-IR-スキャン：すべてのテストデータレジスタは直前の
状態を保持します。この状態の間、命令レジスタは変わりま
せん。TMSローのときにTCKの立上りエッジでコントローラ 
は取得-IR状態に遷移します。TCKの立上りエッジでTMS
がハイのときは、コントローラはテスト-ロジック-リセット
状態に遷移します。

取得-IR：命令レジスタ内のシフトレジスタに固定値をロード
するには、取得-IR状態を使用してください。この値はTCK
の立上りエッジでロードされます。TCKの立上りエッジで
TMSがハイの場合、コントローラは終了1-IR状態に入り
ます。TCKの立上りエッジでTMSがローの場合、コント 
ローラはシフト-IR状態に入ります。

シフト-IR：この状態では、命令レジスタ内のシフトレジスタ
はTDIとTDOの間に接続されて、TMSがローの間、TCK
の立上りエッジごとにデータ1段をTDOのシリアル出力に
シフトします。命令レジスタおよびテストデータレジスタの
パラレル出力は直前の状態を維持します。TMSハイのとき
のTCKの立上りエッジで、コントローラは終了1-IR状態に
遷移します。データ1段を命令シフトレジスタを通じて移動
している間、TMSローのときのTCKの立上りエッジでコント 
ローラのシフト-IR状態は保持されます。

図13. TAPコントローラの状態図
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表23. JTAG命令セット

表24. 32ビット識別コード

終了1-IR：TMSがローのときのTCKの立上りエッジで、
コントローラは一時停止-IR状態に遷移します。TCKの 
立上りエッジでTMSがハイの場合、コントローラは更新
-IR状態に入ります。

一時停止-IR：命令シフトレジスタのシフトは一時的に停止
します。TMSハイのときのTCKの立上りエッジでコント 
ローラは終了2-IR状態に遷移します。TCKの立上りエッジ
でTMSがローの場合、コントローラは一時停止-IR状態を
維持します。

終了2-IR：TMSがハイのときのTCKの立上りエッジで、
コントローラは更新-IR状態に遷移します。この状態で
TCKの立上りエッジでTMSがローの場合、コントローラ
はシフト-IRに戻ります。

更新-IR：コントローラがこの状態に入ると、命令シフト
レジスタにシフトされた命令コードが、TCKの立下りエッジ
で命令レジスタのパラレル出力にラッチされます。ラッチ
が終了すると、この命令は現行の命令となります。TMS
がローのときのTCKの立上りエッジで、コントローラは 
実行-テスト/アイドル状態になります。TMSハイのときに、
コントローラは選択-DR-スキャン状態に入ります。

命令レジスタ
命令レジスタには、1つのシフトレジスタ、および5ビット
幅のラッチパラレル出力が含まれています。TAPコント 
ローラがシフト-IR状態に入ると、命令シフトレジスタは

TDIとTDOの間に接続されます。シフト-IR状態のときは、
TMSがローのときのTCKの立上りエッジでデータが段 
だけTDOのシリアル出力に向けてシフトされます。TMSハイ
のときの終了1-IR状態または終了2-IR状態では、TCKの
立上りエッジでコントローラは更新-IR状態に遷移します。
同じTCKの立下りエッジで、命令シフトレジスタのデータが
命令レジスタのパラレル出力にラッチされます。表23は、
MAX16070/MAX16071がサポートする命令とそれぞれ
の動作バイナリコードを示しています。

BYPASS：BYPASS命令が命令レジスタにラッチされると、
TDIは、1ビットのバイパステストデータレジスタを通じて
TDOに接続されます。これによって、デバイスの動作に影響
を与えることなく、データをTDIからTDOに渡すことが 
できます。

IDCODE：IDCODE命令がパラレル命令レジスタにラッチ
されると、識別データレジスタが選択されます。デバイス
の識別コードは、取得-DR状態になった後、TCKの立上り 
エッジで識別データレジスタにロードされます。シフト
-DRを使用して、TDOを通じてシリアルに識別コードを 
シフト出力することができます。テスト-ロジック-リセット
では、IDCODE命令は強制的に命令レジスタに入れられ
ます。識別コードのLSBの位置は必ず｢1｣になります。 
次の11ビットは製造元のJEDEC番号と連続バイトの数を
識別し、その後にデバイス用の16ビットとバージョン用
の4ビットが続きます。表24を参照してください。

INSTRUCTION CODE NOTES

BYPASS 0x1F Mandatory instruction code

IDCODE 0x00 Load manufacturer ID code/part number

USERCODE 0x03 Load user code

LOAD ADDRESS 0x04 Load address register content

READ DATA 0x05 Read data pointed by current address

WRITE DATA 0x06 Write data pointed by current address

REBOOT 0x07 Reboot FLASH data content into register file

SAVE 0x08 Trigger emergency save to flash

SETFLSHADD 0x09 Flash page access ON

RSTFLSHADD 0x0A Flash page access OFF

SETUSRFLSH 0x0B User flash access ON (must be in flash page already)

RSTUSRFLSH 0x0C User flash access OFF (return to flash page)

MSB	                                              LSB

VERSION Part number (16 bits) Manufacturer (11 bits) Fixed value  (1 bit)

MAX16070 REV 1000000000000011 00011001011 1

MAX16071 REV 1000000000000100 00011001011 1
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USERCODE：USERCODE命令がパラレル命令レジスタ
にラッチされると、ユーザコードデータレジスタが選択 
されます。デバイスのユーザコードは、取得-DR状態になった
後、TCKの立上りエッジでユーザコードデータレジスタに
ロードされます。シフト-DRを使用して、TDOを通じてユーザ
コードをシリアルにシフト出力することができます。表25
を参照してください。この命令を使用することで、JTAG
チェーンに接続された複数のMAX16070/MAX16071の
デバイスを識別することができるようになります。

LOAD ADDRESS：これは標準的なIEEE 1149.1命令
セットの拡張版で、MAX16070/MAX16071内のメモリ
アクセスをサポートします。LOAD ADDRESS命令が命令
レジスタにラッチされると、TDIは、シフト-DR状態で8 
ビットのメモリアドレステストデータレジスタを通じてTDO
に接続されます。

READ DATA：これは標準的なIEEE 1149.1命令セットの
拡張版で、MAX16070/MAX16071のメモリアクセスを
サポートします。READ DATA命令が命令レジスタにラッチ
されると、TDIは、シフト-DR状態で8ビットのメモリリード
テストデータレジスタを通じてTDOに接続されます。

WRITE DATA：これは標準的なIEEE 1149.1命令セット
の拡張版で、MAX16070/MAX16071内のメモリアクセ
スをサポートします。WRITE DATA命令が命令レジスタに
ラッチされると、TDIは、シフト-DR状態で8ビットのメモリ
ライトテストデータレジスタを通じてTDOに接続されます。

REBOOT：これは標準的なIEEE 1149.1命令セットの
拡張版で、MAX16070/MAX16071のソフトウェア制御
のリセットを開始します。REBOOT命令が命令レジスタに
ラッチされると、MAX16070/MAX16071はリセット 
して直ちに起動シーケンスを開始します。

SAVE：これは、フォルトログをトリガする、IEEE 1149.1
標準命令セットの拡張版です。Critical Fault Log Control
レジスタ(r6Dh)の設定に応じて、最新のADC変換結果を 
フォルト情報とともにフラッシュに保存します。

SETFLSHADD：これは、フラッシュページへのアクセス
を可能にする、IEEE 1149.1標準命令セットの拡張版です。
フラッシュレジスタには、ADC変換結果およびGPIO_入力/
出力データが含まれます。このページを使用してレジスタ
200h〜2FFhにアクセスしてください。

RSTFLSHADD：これは標準的なIEEE 1149.1命令セット
の拡張版です。RSTFLSHADDを使用して、デフォルトページ
に戻ってフラッシュページへのアクセスをディセーブルして
ください。

SETUSRFLSH：これは、ユーザフラッシュページへのアク
セスを可能にする、IEEE 1149.1標準命令セットの拡張
版です。設定フラッシュページにあるときに、SETUSRFLSH
コマンドを送信すると、すべてのアドレスがフラッシュ 
アドレスとしてのみ認識されるようになります。このページ
を使用してレジスタ300h〜3FFhにアクセスしてください。

RSTUSRFLSH：これは標準的なIEEE 1149.1命令セット
の拡張版です。RSTUSRFLSHを使用して、設定フラッシュ
ページに戻ってユーザフラッシュへのアクセスをディセー
ブルしてください。

フラッシュへの書込み時の制限
フラッシュには同時に8バイトを書き込む必要があります。
先頭アドレスは8バイト境界に合わせる必要があります。
すなわち、先頭アドレスの3つのLSBは｢000｣にする必要が
あります。8回連続でWRITE DATAコマンドを使用して8バ
イトを書き込んでください。

アプリケーション情報	
パワーアップ時のデバイス動作
VCCが0から上昇するとき、RESET出力は、VCCが1.4V
に到達するまでハイインピーダンスで、到達した時点で
ローになります。フラッシュの内容がレジスタメモリに 
コピーされるとき、他のすべての出力は、VCCが2.7Vに
到達するまでハイインピーダンスです。これには150μs
(最長)を必要とし、その後、出力はプログラムされた状態
になります。

フォルト状態における電源の維持
フォルトによって回路に給電されない間にフラッシュの
フォルトログ動作を正常に行えるように、特定の期間、
MAX16070/MAX16071への給電を維持する必要があり
ます。 表26は、Fault Controlレ ジスタ(r6Dh[1:0])の 
設定に応じた必要とする時間を示しています。

常時オン電源を利用することができないようなアプリケー
ションでは、ダイオードおよび大容量のコンデンサを電圧
ソースのVINとVCCの間に配置して、フォルト状態中に
シャットダウンする電源を維持してください(図14)。

表25. 32ビットのユーザコードデータ

MSB	 LSB

Don’t Care SMBus slave ID User ID (r8Ah[7:0])

00000000000000000 See Table 20
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このコンデンサの値は、VINと必要とする時間遅延tFAULT_

SAVEによって決まります。次式を使用してコンデンサの大
きさを計算してください。

C = (tFAULT_SAVE x ICC(MAX))/(VIN - VDIODE - VUVLO)

ここで、 容 量 はファラッド値、tFAULT_SAVEは 秒 単 位、
ICC(MAX)は14mA、VDIODEはダイオード両端間の電圧降下、

およびVUVLOは2.7Vになります。たとえば、14VのVIN、
0.7Vのダイオード電圧降下、153msのtFAULT_SAVEでは、
必要とされる最小容量は202μFになります。

表26. 最大書込み時間

図14. フォルト状態でのシャットダウン用電源回路

図15. グラフィカルユーザインタフェースのスクリーンショット

r6Dh[1:0] 
VALUE

DESCRIPTION
MAXIMUM 

WRITE TIME 
(ms)

00
Save flags and ADC 
readings

153

01 Save flags 102

10 Save ADC readings 153

11 Do not save anything —

MAX16070
MAX16071

VCC

C

VIN

GND
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デバイスの設定
評価キットとグラフィカルユーザインタフェース(GUI)を利用
して、デバイスのカスタム設定を作成することができます。
設定については、MAX16070/MAX16071の評価キット
を参照してください。

複数のMAX16070/MAX16071のカスケード接続
複数のMAX16070/MAX16071をカスケード接続する 
ことで、監視用の制御レイルの数を増やすことができます。
デバイスをカスケード接続するには、所望の動作に応じて
多くの方法があります。一般には、以下のような複数の
手法があります。

•	 各デバイスのGPIO_をEXTFAULT (オープンドレイン)
として設定します。これらのGPIO_を単一のプルアップ
抵抗とともに外部から結線します。レジスタビット
r72h[5]およびr6Dh[2]に｢1｣を設定して、すべての 
フォルトがデバイス間に伝わるようにします。重大な
フォルトが1つのデバイスで発生した場合、EXTFAULT
がアサートされ、カスケード接続されたすべてのデバイス
の不揮発性フォルトロガーがトリガされて、さらに 
すべてのシステム電圧のスナップショットが記録され
ます。

•	 マスターのシステムリセット信号を得るために、オー
プンドレインのRESET出力をともに接続します。

•	 マスターのイネーブル信号用にすべてのEN入力をとも
に接続します。

差動入力を使用する電流監視
MAX16070/MAX16071は、専用の電流検出アンプを
使用して最大7つの電流まで、および差動モードでは設定
された入力ペアを最大6組まで監視することができます。
差動ペアの精度は、電圧範囲と10ビット変換によって制限
されます。各入力ペアは、奇数番目のMON_入力と偶数番目
のMON_入力を組み合わせて使用することで、グランドに
対する奇数番目のMON_の電圧と2つのMON_入力間の
電圧差の両方を監視します。このようにして、入力の単一
ペアによって電源レイルの電圧と電流を監視することがで
きます。偶数番目のMON_入力の過電圧スレッショルドは、
過電流フラグとして使用することができます。

図16は、電流と電圧の両方の監視用にMON_入力ペアに
電流検出抵抗を接続する方法を示しています。

最高の精度を得るために、偶数番目のMON_の電圧範囲
を1.4Vに設定してください。ADC変換結果が10ビットで
あるため、監視精度は、1.4V/1024 = 1.4mVです。電流
測定の精度を高めるには、より大きな電流検出抵抗を使用
してください。アプリケーションの要件によって、精度と
電流検出抵抗の両端の電圧降下との兼ね合いを決定する
必要があります。

レイアウトおよびバイパス処理
DBPおよびABPをそれぞれ、1μFのセラミックコンデンサ
でGNDにバイパスしてください。VCCを10μFのコンデンサ
でグランドにバイパスしてください。アナログ電源入力の
リターンパスやABPのバイパスコンデンサのグランド接続
など影響を受けやすいアナログ領域にディジタルリターン
電流をルーティングしないようにしてください。アナログ
とディジタルの専用グランドプレーンを使用してください。
デバイスにできる限り近接するようにコンデンサを接続し
てください。

図16. 電流監視の接続

MAX16070
MAX16071

ILOAD

MONODD MONEVEN

RS
POWER
SUPPLY
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レジスタマップ	

FLASH 
ADDRESS

REGISTER 
ADDRESS

READ/ 
WRITE

DESCRIPTION

ADC VALUES, FAULT REGISTERS, GPIO_S AS INPUT PORTS–NOT IN FLASH

— 000 R MON1 ADC output, MSBs

— 001 R MON1 ADC output, LSBs

— 002 R MON2 ADC output, MSBs

— 003 R MON2 ADC output, LSBs

— 004 R MON3 ADC output, MSBs

— 005 R MON3 ADC output, LSBs

— 006 R MON4 ADC output, MSBs

— 007 R MON4 ADC output, LSBs

— 008 R MON5 ADC output, MSBs

— 009 R MON5 ADC output, LSBs

— 00A R MON6 ADC output, MSBs

— 00B R MON6 ADC output, LSBs

— 00C R MON7 ADC output, MSBs

— 00D R MON7 ADC output, LSBs

— 00E R MON8 ADC output, MSBs

— 00F R MON8 ADC output, LSBs

— 010 R MON9 ADC output, MSBs

— 011 R MON9 ADC output, LSBs

— 012 R MON10 ADC output, MSBs

— 013 R MON10 ADC output, LSBs

— 014 R MON11 ADC output, MSBs

— 015 R MON11 ADC output, LSBs

— 016 R MON12 ADC output, MSBs

— 017 R MON12 ADC output, LSBs

— 018 R Current-sense ADC output

— 019 R CSP ADC output, MSBs

— 01A R CSP ADC output, LSBs

— 01B R/W Fault register--failed line flags

— 01C R/W Fault register—failed line flags/overcurrent

— 01D R Reserved

— 01E R GPIO data in (read only)

— 01F R Reserved

— 020 R/W Flash status/reset output monitor

— 021 R Reserved
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レジスタマップ(続き)	

FLASH 
ADDRESS

REGISTER 
ADDRESS

READ/ 
WRITE

DESCRIPTION

GPIO AND OUTPUT DEPENDENCIES/CONFIGURATIONS

230 030 R/W Reserved

231 031 R/W Reserved

232 032 R/W Reserved

233 033 R/W Reserved

234 034 R/W Reserved

235 035 R/W SMBALERT pin configuration

236 036 R/W Fault1 dependencies

237 037 R/W Fault1 dependencies

238 038 R/W Fault2 dependencies

239 039 R/W Fault2 dependencies

23A 03A R/W Fault1/Fault2 secondary overcurrent dependencies

23B 03B R/W RESET output configuration

23C 03C R/W RESET output dependencies

23D 03D R/W RESET output dependencies

23E 03E R/W GPIO data out

23F 03F R/W GPIO configuration

240 040 R/W GPIO configuration

241 041 R/W GPIO configuration

242 042 R/W GPIO push-pull/open drain

ADC—CONVERSIONS

243 043 R/W ADCs voltage ranges—MON_ monitoring

244 044 R/W ADCs voltage ranges—MON_ monitoring

245 045 R/W ADCs voltage ranges—MON_ monitoring

246 046 R/W Differential pairs enables

247 047 R/W Current-sense gain-setting (CSP, HV or LV)

INPUT THRESHOLDS

248 048 R/W MON1 secondary selectable UV/OV

249 049 R/W MON1 primary OV

24A 04A R/W MON1 primary UV

24B 04B R/W MON2 secondary selectable UV/OV

24C 04C R/W MON2 primary OV

24D 04D R/W MON2 primary UV

24E 04E R/W MON3 secondary selectable UV/OV

24F 04F R/W MON3 primary OV

250 050 R/W MON3 primary UV

251 051 R/W MON4 secondary selectable UV/OV

252 052 R/W MON4 primary OV

253 053 R/W MON4 primary UV
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レジスタマップ(続き)	

FLASH 
ADDRESS

REGISTER 
ADDRESS

READ/ 
WRITE

DESCRIPTION

254 054 R/W MON5 secondary selectable UV/OV

255 055 R/W MON5 primary OV

256 056 R/W MON5 primary UV

257 057 R/W MON6 secondary selectable UV/OV

258 058 R/W MON6 primary OV

259 059 R/W MON6 primary UV

25A 05A R/W MON7 secondary selectable UV/OV

25B 05B R/W MON7 primary OV

25C 05C R/W MON7 primary UV

25D 05D R/W MON8 secondary selectable UV/OV

25E 05E R/W MON8 primary OV

25F 05F R/W MON8 primary UV

260 060 R/W MON9 secondary selectable UV/OV

261 061 R/W MON9 primary OV

262 062 R/W MON9 primary UV

263 063 R/W MON10 secondary selectable UV/OV

264 064 R/W MON10 primary OV

265 065 R/W MON10 primary UV

266 066 R/W MON11 secondary selectable UV/OV

267 067 R/W MON11 primary OV

268 068 R/W MON11 primary UV

269 069 R/W MON12 secondary selectable UV/OV

26A 06A R/W MON12 primary OV

26B 06B R/W MON12 primary UV

26C 06C R/W Secondary overcurrent threshold

FAULT SETUP

26D 06D R/W Save after EXTFAULT fault control

26E 06E R/W Faults causing store in flash

26F 06F R/W Faults causing store in flash

270 070 R/W Faults causing store in flash

271 071 R/W Faults causing store in flash

272 072 R/W Faults causing store in flash

TIMEOUTS

273 073 R/W
Overcurrent debounce, watchdog mode, secondary threshold type, software 
enables

274 074 R/W ADC fault deglitch configuration

275 075 R/W WDI toggle

276 076 R/W Watchdog reset output enable, watchdog timers

277 077 R/W Boot-up delay
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レジスタマップ(続き)	

FLASH 
ADDRESS

REGISTER 
ADDRESS

READ/ 
WRITE

DESCRIPTION

278 078 R/W Reserved

279 079 R/W Reserved

27A 07A R/W Reserved

27B 07B R/W Reserved

27C 07C R/W Reserved

27D 07D R/W Reserved

MISCELLANEOUS

27E 07E R/W Reserved

27F 07F R/W Reserved

280 080 R/W Reserved

281 081 R/W Reserved

282 082 R/W Reserved

283 083 R/W Reserved

284 084 R/W Reserved

285 085 R/W Reserved

286 086 R/W Reserved

287 087 R/W Reserved

288 088 R/W Reserved

289 089 R/W Reserved

28A 08A R/W Customer use (version)

28B 08B R/W PEC enable/I2C address

28C 08C R/W Lock bits

28D 08D R Revision code

Nonvolatile Fault LOG

200 — R/W Reserved

201 — R/W FAULT flags, MON1–MON8

202 — R/W FAULT flags, MON9–MON12, EXTFAULT

203 — R/W MON1 ADC output

204 — R/W MON2 ADC output

205 — R/W MON3 ADC output

206 — R/W MON4 ADC output

207 — R/W MON5 ADC output

208 — R/W MON6 ADC output

209 — R/W MON7 ADC output

20A — R/W MON8 ADC output

20B — R/W MON9 ADC output

20C — R/W MON10 ADC output

20D — R/W MON11 ADC output

20E — R/W MON12 ADC output

20F — R/W Current-sense ADC output
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標準動作回路	

レジスタマップ(続き)	

MAX16070
MAX16071

+3.3V

VSUPPLY

µC

SCL
MON2–MON11

VCCMON1

SDA

RESET

FAULT

RESET

INT

WDI

WDO

I/O

INT

AO

GND

DC-DC

GND

IN OUT

DC-DC

GND

IN OUT

DC-DC

GND

IN OUT MON12

FLASH 
ADDRESS

REGISTER 
ADDRESS

READ/ 
WRITE

DESCRIPTION

USER FLASH

300 39F R/W User flash

3A0 3AF — Reserved

3B0 3FF R/W User flash
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標準動作回路(続き)	

MAX16070
MAX16071

+3.3V

VSUPPLY

µC

SCL

MONODD

VCCMON1

MON2

SDA

RESET

FAULT

RESET

INT

WDI

WDO

I/O

INT

AO

GND

DC-DC

GND

IN OUT

DC-DC

GND

IN

NOTE: MONODD = MON1, MON3, MON5, MON7, MON9, MON11
           MONEVEN = MON2, MON4, MON6, MON8, MON10, MON12

OUT

DC-DC

GND

IN OUT MON11

LOAD

LOAD

LOAD

MONEVEN

MON12
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ピン配置	
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不揮発性フォルトレジスタ内蔵、12チャネル/8チャネルの	
	 フラッシュ設定可能なシステムモニタ
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PROCESS: BiCMOS
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